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debug arp
ARPのデバッグを有効にするには、debug arpコマンドを使用します。

debug arp {errors | events | packets}

構文の説明 ARPエラーのデバッグを有効にするerrors

ARPイベントのデバッグを有効にするevents

ARP Txおよび Rxパケットのデバッグを有効にす
る

packets

コマンドモード Privileged EXEC (#)

コマンド履歴 変更内容リリー

ス

このコマンドが導入されました。8.1.111.0

例

次に、ARPエラーのデバッグを有効にする例を示します。
cisco-ap# debug arp errors

debug ble
BluetoothLowEnergy（BLE）のデバッグを有効にするには、debug bleコマンドを使用します。

debug ble {critical | error | events | fastpath {rssi | scan | sync} | receive | transmit}

構文の説明 BLEクリティカルイベントのデバッグを有効にするcritical

BLEエラーイベントのデバッグを有効にするerror
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BLEイベントのデバッグを有効にするevents

CMXにエクスポートされたデータを表示する。次のオプションを
使用できます。

• RSSIデータ

•スキャンデータ

•同期データ

fastpath {rssi | scan | sync}

BLE無線から受信した BLEパケットのデバッグを有効にするreceive

BLE無線に送信された BLEパケットのデバッグを有効にするtransmit

コマンドモード Privileged EXEC (#)

コマンド履歴 変更内容リリー

ス

このコマンドが導入されました。8.7

例

次に、BLEクリティカルイベントのデバッグを有効にする例を示します。
cisco-ap# debug ble critical

debug capwap client
CAPWAPクライアントのデバッグを有効にするには、debug capwap clientコマンドを使用し
ます。

debug capwap client {ble | detail | efficient-upgrade | error | events | flexconnect |
info | keepalive | payload | pmtu | qos | reassembly | security}

構文の説明 CAPWAP BLE詳細のデバッグを有効するble

CAPWAP詳細のデバッグを有効するdetail

イメージのプレダウンロードのデバッグを有効にするefficient-upgrade

CAPWAPエラーのデバッグを有効にするerror

CAPWAPのイベントのデバッグを有効にするevents

CAPWAP FlexConnectモードのイベントのデバッグを有効にす
る

flexconnect
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CAPWAPの情報のデバッグを有効にするinfo

CAPWAPのキープアライブのデバッグを有効にするkeepalive

CAPWAPペイロードのデバッグを有効にするpayload

CAPWAPパスMTUのデバッグを有効にするpmtu

CAPWAP QoSのデバッグを有効にするqos

CAPWAPリアセンブルのデバッグを有効にするreassembly

CAPWAPセキュリティのデバッグを有効にするsecurity

コマンドモード Privileged EXEC (#)

コマンド履歴 変更内容リリー

ス

このコマンドが導入されました。8.1.111.0

例

次に、CAPWAPクライアントの詳細のデバッグを有効にする例を示します。
cisco-ap# debug capwap client detail

debug capwap client avc
CAPWAPクライアント AVCのデバッグを有効にするには、debug capwap client avcコマンド
を使用します。

debug capwap client avc {all | detail | error | event | info | netflow {all | detail |
error | event | packet} | numflows}

構文の説明 すべての CAPWAPクライアントの AVCのデバッグを有効にするall

CAPWAP AVC詳細のデバッグを有効にするdetail

CAPWAP AVCエラーのデバッグを有効にするerror

CAPWAP AVCのイベントのデバッグを有効にするevent

CAPWAP AVCの情報のデバッグを有効にするinfo

CAPWAPクライアントの AVC NetFlowのデバッグを有効にするnetflow
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すべての CAPWAPクライアントの AVC NetFlowのデバッグを有効にす
る

netflow all

CAPWAPクライアントの AVC NetFlow詳細のデバッグを有効にするnetflow detail

CAPWAPクライアントの AVC NetFlowエラーのデバッグを有効にするnetflow error

CAPWAPクライアントの AVC NetFlowイベントのデバッグを有効にするnetflow event

CAPWAPクライアントの AVC NetFlowパケットのデバッグを有効にするnetflow packet

CAPWAPクライアント AVC numflowsのデバッグを有効にするnumflows

コマンドモード Privileged EXEC (#)

コマンド履歴 変更内容リリー

ス

このコマンドが導入されました。8.1.111.0

例

次に、すべての CAPWAPクライアント AVCのデバッグを有効にする例を示します。
cisco-ap# debug capwap client avc all

debug cdp
Controller Discovery Protocol（CDP）のデバッグを有効にするには、debug cdpコマンドを使用
します。

debug cdp {adjacency | events | ilp | packets}

構文の説明 CDPネイバーのデバッグを有効にするadjacency

CDPイベントのデバッグを有効にするevents

インラインパワーのデバッグを有効にす

る

ilp

CDPパケットのデバッグを有効にするpackets

コマンドモード Privileged EXEC (#)
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コマンド履歴 変更内容リリー

ス

このコマンドが導入されました。8.1.111.0

例

次に、CDPイベントのデバッグを有効にする例を示します。
cisco-ap# debug cdp events

debug cleanair
CleanAirのデバッグを設定するには、debug cleanairコマンドを使用します。

debug cleanair {bringup | event | logdebuglow | major | nsi | offchan {0 | 1}}

構文の説明 CleanAirポートまたは起動のデバッグを有効にするbringup

通常の CleanAirイベントのデバッグを有効にするevents

CleanAirのデバッグ出力をログファイルに記録するlogdebug

一部のメッセージの 16進ダンプのデバッグを有効にするlow

主要な CleanAirイベントのデバッグを有効にするmajor

NSIメッセージのデバッグを有効にするnsi

CleanAir MSMT要求のデバッグを有効にする。無線スロットを 0または 1で指
定する必要がある

offchan 0 | 1

コマンドモード Privileged EXEC (#)

コマンド履歴 変更内容リリー

ス

このコマンドが導入されました。8.1.111.0

例

次に、主要な CleanAirイベントのデバッグを有効にする例を示します。
cisco-ap# debug cleanair major
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debug dhcp
DHCPのデバッグを設定するには、debug dhcpコマンドを使用します。

debug dhcp {errors | events | packets}

構文の説明 DHCPエラーのデバッグを有効にするerrors

DHCPイベントのデバッグを有効にす
る

events

DHCPパケットのデバッグを有効にす
る

packets

コマンドモード Privileged EXEC (#)

コマンド履歴 変更内容リリー

ス

このコマンドが導入されました。8.1.111.0

例

次に、DHCPエラーのデバッグを有効にする例を示します。
cisco-ap# debug dhcp errors

debug dot11 driver level
802.11のデバッグを有効にするには、debug dot11コマンドを使用します。

debug dot11 driver level { critical | errors | events | info }

構文の説明 802.11のクリティカルレベルのデバッグを有効にす
る

critical

802.11のエラーレベルのデバッグを有効にするerrors

802.11のイベントレベルのデバッグを有効にするevents

802.11の情報レベルのデバッグを有効にするinfo

コマンドモード Privileged EXEC (#)
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コマンド履歴 変更内容リリー

ス

このコマンドが導入されました。8.1.111.0

例

次に、802.11のエラーレベルのデバッグを有効にする例を示します。
cisco-ap# debug dot11 errors

debug dot11 client data-path
802.11クライアントデータパスのデバッグを有効にするには、debug dot11 client data-pathコ
マンドを使用します。

debug dot11 client data-path {{ all-types | arp | dhcp | eapol | ipv6-ra | opendns
| dns-acl } { addr { mac-addr1 | mac-addr2 | mac-addr3 | mac-addr4 }}

構文の説明 クライアントデータパスの ARPデバッグを有効にするarp

クライアントデータパスの DHCPデバッグを有効にするdhcp

クライアントデータパスの EAPOLデバッグを有効にするeapol

クライアントデータパスの DNS-ACLデバッグを有効にするdns-acl

クライアントデータパスの IPv6 RA-MC2UCデバッグを有効に
する

ipv6-ra

クライアントデータパスの openDNSデバッグを有効にするopendns

特定のクライアントまたはすべてのクライアントのMACアド
レスを指定するオプション

{addr | all-types}

入力する必要があるクライアントのMACアドレス{mac-addr1 | mac-addr2 |
mac-addr3 | mac-addr4}

コマンドモード Privileged EXEC (#)

コマンド履歴 変更内容リリー

ス

このコマンドが導入されました。8.1.111.0
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例

次に、クライアントデータパスの ARPのデバッグを有効にする例を示します。
cisco-ap# debug dot11 client data-path arp

debug dot11 client management
802.11クライアントデバッグレベルを有効にするには、debug dot11 client managementコマン
ドを使用します。

debug dot11 client management { critical | errors | events | info } { addr { mac-addr1
| mac-addr2 | mac-addr3 | mac-addr4 }}

構文の説明 クライアントのクリティカルレベルのデバッグを有効にす

る

critical

クライアントのエラーレベルのデバッグを有効にするerrors

クライアントのイベントレベルのデバッグを有効にするevents

クライアントの情報レベルのデバッグを有効にするinfo

入力する必要があるクライアントのMACアドレス{mac-addr1 | mac-addr2 |
mac-addr3 | mac-addr4}

コマンドモード Privileged EXEC (#)

コマンド履歴 変更内容リリー

ス

このコマンドが導入されました。8.1.111.0

例

次に、イベントレベルでクライアントのデバッグを有効にする例を示します。

cisco-ap# debug dot11 client management events e1:90:6f:7e:e6:29

debug dot11 client probe
802.11クライアントのデバッグプローブを有効にするには、debug dot11 client probe コマンド
を使用します。
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debug dot11 client probe {{ address mac-addr1 | mac-addr2 | mac-addr3 | mac-addr4 } | all
}

構文の説明 MACアドレスを使用して特定のクライアントをプローブする。address

クライアントのMACアドレス。最大 4つのMACアドレスを入力できる。mac-addr

APに関連付けられているすべてのクライアントをプローブする。all

コマンドモード Privileged EXEC (#)

コマンド履歴 変更内容リリー

ス

このコマンドが導入されました。8.10

例

次に、すべてのクライアントのデバッグを有効にする例を示します。

cisco-wave2-ap# debug dot11 client probe all

debug dot11 driver slot
802.11ドライバのデバッグを有効にするには、debug dot11 driver slotコマンドを使用します。

debug dot11 driver slot { 0 | 1 } { all-types | { cac { info | metrics }} | chd |
save-accounting-data | save-on-failure [ extended ] | stop-on-failure | metrics traffic
| metrics video | type { all | association | authentication | dhcp | eap | icmp
| probe } mac-addr1 | mac-addr2 | mac-addr3 | mac-addr4

構文の説明 無線ごとの 802.11ドライバのデバッグを有効にするslot {0 | 1}

すべての 802.11ドライバのデバッグを有効にするall-types

802.11 CACデバッグを有効にするcac

802.11 CACの情報レベルのデバッグを有効にするcac info

802.11 CACメトリックのデバッグを有効にするcac metrics

802.11 CHDデバッグを有効にするchd

無線アカウンティングデータを保存するsave-accounting-data

無線の障害発生時に無線クラッシュ情報を保存するsave-on-failure

無線障害に関する詳細情報を保存するsave-on-failure extended
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無線障害時に APの再起動を停止するstop-on-failure

802.11トラフィックストリームメトリックのデバッグを有効にす
る

metrics traffic

802.11ビデオメトリックのデバッグを有効にするmetrics video

デバッグタイプを有効にする。type

allタイプのデバッグを有効にする。all

関連付けのデバッグを有効にする。association

認証のデバッグを有効にする。authentication

dhcpのデバッグを有効にする。dhcp

eapのデバッグを有効にする。eap

icmpのデバッグを有効にする。icmp

プローブのデバッグを有効にする。probe

クライアントのMACアドレス。最大 4つのMACアドレスを入力
できる。

mac-addr

コマンドモード Privileged EXEC (#)

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。8.1.111.0

typeパラメータを追加することで、このコマンドが拡張されました。8.5.140.0および 8.8

例

次に、情報レベルで CACのデバッグを有効にする例を示します。
cisco-ap# debug dot11 driver slot cac info

debug dot11 firmware
802.11ファームウェアをデバッグするには、debug dot11 firmware コマンドを使用します。

debug dot11 firmware slot slot_ID level { all-level | critical | emergency | error | info
} address { mac-addr1 | mac-addr2 | mac-addr3 | mac-addr4 }

構文の説明 無線ごとの 802.11ドライバのデバッグを有効にするslot_ID
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すべてのデバッグレベルを有効にする。all-level

クリティカルレベルのデバッグを有効にする。critical

緊急レベルのデバッグを有効にする。emergency

エラーレベルのデバッグを有効にする。error

情報レベルのデバッグを有効にする。info

ドライバ/ファームウェアのデバッグ用のクライアントアドレスを追加する。address

クライアントのMACアドレス。最大 4つのMACアドレスを入力できる。mac-addr

コマンドモード 特権 EXEC（#）

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。8.5.140.0および 8.8

例

次に、802.11の緊急レベルのデバッグを有効にする例を示します。
cisco-wave2-ap# debug dot11 firmware slot 1 emergency address 92:FB:D6:B3:7A:6C

debug dot11 sensor
802.11センサーのデバッグを有効にするには、debug dot11 sensorコマンドを使用します。

debug dot11 sensor {dns | file-transfer | mail-server | ping | radius | ssh | telnet |
web-server}

構文の説明 802.11センサーの DNSのデバッグを有効にするdns

802.11センサーのファイル転送のデバッグを有効にするfile-transfer

802.11センサーのメールサーバのデバッグを有効にす
る

mail-server

802.11センサーの pingのデバッグを有効にするping

802.11センサーの radiusのデバッグを有効にするradius

802.11センサーの SSHのデバッグを有効にするssh

802.11センサーの Telnetのデバッグを有効にするtelnet
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802.11センサーのWebサーバのデバッグを有効にするweb-server

コマンドモード Privileged EXEC (#)

コマンド履歴 変更内容リリー

ス

このコマンドが導入されました。8.1.111.0

例

次に、802.11センサーのファイル転送のデバッグを有効にする例を示します。
cisco-ap# debug dot11 sensor file-transfer

debug dtls client
DTLSクライアントエラーとイベントのデバッグを設定するには、debug dtls clientコマンドを
使用します。

debug dtls client {error | event [detail]}

構文の説明 DTLSクライアントエラーのデバッグを設定するerror

DTLSクライアントイベントのデバッグを設定す
る

event [detail]

コマンドモード Privileged EXEC (#)

コマンド履歴 変更内容リリー

ス

このコマンドが導入されました。8.1.111.0

例

次に、DTLSクライアントイベントのデバッグを有効にする例を示します。
cisco-ap# debug dtls client event

debug ethernet
イーサネットのデバッグを設定するには、debug ethernetコマンドを使用します。
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debug ethernet interface-number {both | rcv | xmt}

構文の説明 インターフェイス番号で 0または 1を入力する必要があ
る

interface-number

送信と受信の両方のデバッグを有効にするboth

受信のデバッグを有効にするrcv

送信のデバッグを有効にするxmt

コマンドモード Privileged EXEC (#)

コマンド履歴 変更内容リリー

ス

このコマンドが導入されました。8.1.111.0

例

次に、インターフェイス 0の送信のデバッグを有効にする例を示します。
cisco-ap# debug ethernet 0 xmt

debug flexconnect
FlexConnect機能をデバッグするには、debug flexconnectコマンドを使用します。

debug flexconnect {acl | cckm | dot11r | event | multicast {igmp | traffic} | pmk |
proxy-arp | vsa | wlan-vlan | wsastats}

構文の説明 FlexConnect ACLのデバッグを設定するacl

CCKMのデバッグを設定するcckm

802.11rのデバッグを設定するdot11r

Wireless Control Protocol（WCP）イベントのデバッグを設定するevent

マルチキャスト IGMPのデバッグを設定するmulticast igmp

マルチキャストトラフィックのデバッグを設定するmulticast traffic

Opportunistic Key Caching（OKC）またはペアワイズマスターキーキャッシ
ングのデバッグを設定する

pmk

AAAベンダー固有属性（VSA）のデバッグを設定するvsa
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WLAN-VLANマッピングのデバッグを設定するwlan-vlan

RADIUSまたは DHCPワイヤレスサービス保証の統計情報のデバッグを設
定する

wsastats

コマンドモード Privileged EXEC (#)

コマンド履歴 変更内容リリー

ス

このコマンドが導入されました。8.1.111.0

例

次に、FlexConnect ACLのデバッグを有効にする例を示します。
cisco-ap# debug flexconnect acl

debug lldp
LLDPをデバッグするには、debug lldpコマンドを使用します。

debug lldp {errors | events | packet}

構文の説明 LLDPエラーをデバッグするerrors

LLDPイベントをデバッグす
る

events

LLDPパケットをデバッグす
る

packet

コマンドモード Privileged EXEC (#)

コマンド履歴 変更内容リリー

ス

このコマンドが導入されました。8.1.111.0

例

次に、LLDPエラーのデバッグを有効にする例を示します。
cisco-ap# debug lldp errors
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debug memory
メモリをデバッグするには、debug memoryコマンドを使用します。

debug memory {clear | save}

構文の説明 ブートアップ時にメモリのデバッグを削除するclear

現在のデバッグレベルを保存し、次のブート時に適用す

る

save

コマンドモード Privileged EXEC (#)

コマンド履歴 変更内容リリー

ス

このコマンドが導入されました。8.1.111.0

例

次に、ブートアップ時にメモリデバッグを削除する例を示します。

cisco-ap# debug memory clear

debug memory pool
メモリプールをデバッグするには、debug memory poolコマンドを使用します。

debug memory pool {diff | realtime interval 1-1000000-seconds | start}

構文の説明 メモリプールのデバッグの差分を詳細に示すdiff

メモリプールのリアルタイムの間隔を設定する。realtime interval 1-1000000-seconds

メモリプールのデバッグを開始するstart

コマンドモード Privileged EXEC (#)

コマンド履歴 変更内容リリー

ス

このコマンドが導入されました。8.1.111.0
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例

次に、メモリプールにリアルタイムの間隔として 180秒を設定する例を示します。
cisco-ap# debug memory pool realtime interval 180

debug memory pool alloc
メモリプールの割り当てコールをデバッグするには、debug memory pool allocコマンドを使用
します。

debug memory pool alloc {all | name pool-name} {diff | realtime interval 1-1000000-seconds
| start}

構文の説明 すべてのメモリプールの割り当てコールにデバッグを設定するall

特定のメモリプールの割り当てコールにデバッグを設定するname pool-name

メモリプールのデバッグの割り当てコールの差分を詳細に示すdiff

メモリプールの割り当てコールにリアルタイムの間隔を設定す

る

realtime interval
1-1000000-seconds

メモリプールの割り当てコールのデバッグを開始するstart

コマンドモード Privileged EXEC (#)

コマンド履歴 変更内容リリー

ス

このコマンドが導入されました。8.1.111.0

例

次に、すべてのメモリプールの割り当てコールにデバッグの開始を設定する例を示し

ます。

cisco-ap# debug memory pool alloc all start

debug memory pool free
メモリプールの解放コールをデバッグするには、debug memory pool freeコマンドを使用しま
す。

debugコマンド
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debug memory pool free {all | name pool-name} {diff | realtime interval 1-1000000-seconds
| start}

構文の説明 すべてのメモリプールの解放コールにデバッグを設定するall

特定のメモリプールの解放コールにデバッグを設定するname pool-name

メモリプールのデバッグの解放コールの差分を詳細に示すdiff

メモリプールの解放コールにリアルタイムの間隔を設定す

る

realtime interval
1-1000000-seconds

メモリプールの解放コールのデバッグを開始するstart

コマンドモード Privileged EXEC (#)

コマンド履歴 変更内容リリー

ス

このコマンドが導入されました。8.1.111.0

例

次に、すべてのメモリプールの解放コールにデバッグの開始を設定する例を示しま

す。

cisco-ap# debug memory pool free all start

debug mesh
メッシュネットワークのデバッグを設定するには、debug meshコマンドを使用します。

debug mesh {channel | clear | convergence | events | forward-mcast | forward-packet |
forward-table | linktest | path-control | port-control | security | trace}

構文の説明 メッシュチャネルのデバッグを設定するchannel

すべてのメッシュデバッグをリセットするclear

メッシュコンバージェンスのデバッグを設定するconvergence

メッシュイベントのデバッグを設定するevents

メッシュ転送マルチキャストのデバッグを設定す

る

forward-mcast

メッシュ転送パケットのデバッグを設定するforward-packet

debugコマンド
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メッシュ転送テーブルのデバッグを設定するforward-table

メッシュリンクテストのデバッグを設定するlinktest

メッシュポート制御のデバッグを設定するport-control

メッシュセキュリティのデバッグを設定するsecurity

メッシュトレースのデバッグを設定するtrace

コマンドモード Privileged EXEC (#)

コマンド履歴 変更内容リリー

ス

このコマンドが導入されました。8.1.111.0

例

次に、メッシュチャネルのデバッグを有効にする例を示します。

cisco-ap# debug mesh channel

debug mesh adjacency
メッシュ隣接関係をデバッグするには、debug mesh adjacencyコマンドを使用します。

debug mesh adjacency {child | clear | dfs | message | packet | parent }

構文の説明 メッシュ隣接関係をデバッグするadjacency

メッシュ隣接関係の子をデバッグするchild

メッシュ隣接関係のクリアをデバッグするclear

メッシュ DFSをデバッグするdfs

メッシュ隣接関係のメッセージをデバッグす

る

message

メッシュ隣接関係のパケットをデバッグするpacket

メッシュ隣接関係の親をデバッグするparent

コマンドモード Privileged EXEC (#)
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コマンド履歴 変更内容リリー

ス

このコマンドが導入されました。8.1.111.0

例

次に、メッシュ隣接関係の親のデバッグを有効にする例を示します。

cisco-ap# debug mesh adjacency parent

debug mesh path-control
メッシュパス制御のデバッグを設定するには、debug mesh path-controlコマンドを使用しま
す。

debug mesh path-control {error | events | packets }

構文の説明 メッシュパス制御エラーのデバッグを設定するerror

メッシュパス制御イベントのデバッグを設定す

る

events

メッシュパス制御パケットのデバッグを設定す

る

packets

コマンドモード Privileged EXEC (#)

コマンド履歴 変更内容リリー

ス

このコマンドが導入されました。8.1.111.0

例

次に、メッシュパス制御エラーのデバッグを有効にする例を示します。

cisco-ap# debug mesh path-control error

debug rrm neighbor
RRMネイバーのデバッグを有効にするには、debug rrm neighborコマンドを使用します。

debug rrm neighbor {tx | rx | detail }
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構文の説明 RRMネイバー Txのデバッグを有効にするtx

RRMネイバー Rxのデバッグを有効にするrx

RRMネイバーの詳細のデバッグを有効にす
る

detail

コマンドモード Privileged EXEC (#)

コマンド履歴 変更内容リリー

ス

このコマンドが導入されました。8.1.111.0

例

次に、RRMネイバーの送信のデバッグを有効にする例を示します。
cisco-ap# debug rrm neighbor tx

debug rrm reports
RRMレポートのデバッグを有効にするには、debug rrm reportsコマンドを使用します。

debug rrm reports

構文の説明 RRMレポートのデバッグを有効にす
る

reports

コマンドモード Privileged EXEC (#)

コマンド履歴 変更内容リリー

ス

このコマンドが導入されました。8.1.111.0

例

次に、RRMレポートのデバッグを有効にする例を示します。
cisco-ap# debug rrm reports
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debug sip
Session Initiation Protocol（SIP）のデバッグを有効にするには、debug sipコマンドを使用しま
す。

debug sip {all | tx | rx}

構文の説明 SIPの送信と受信のデバッグを有効にす
る

all

SIPの送信のデバッグを有効にするtx

SIPの受信のデバッグを有効にするrx

コマンドモード Privileged EXEC (#)

コマンド履歴 変更内容リリー

ス

このコマンドが導入されました。8.1.111.0

例

次に、SIPの送信と受信のデバッグを有効にする例を示します。
cisco-ap# debug sip all

debug wips
wIPSデバッグを有効にするには、debug wipsコマンドを使用します。

debug wips {errors | events | critical}

構文の説明 wIPSエラーレベルのデバッグを有効にするerrors

wIPSイベントレベルのデバッグを有効にするevents

wIPSクリティカルレベルのデバッグを有効にす
る

critical

コマンドモード Privileged EXEC (#)
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コマンド履歴 変更内容リリー

ス

このコマンドが導入されました。8.1.111.0

例

次に、wIPSエラーレベルのデバッグを有効にする例を示します。
cisco-ap# debug wips errors

debug process memory
プロセスメモリをデバッグするには、debug process memoryコマンドを使用します。

debug process memory {diff | realtime [interval interval-in-seconds ] | start}

構文の説明 プロセスメモリのデバッグで差分を表示するdiff

プロセスメモリをリアルタイムにデバッグす

る

realtime

更新間隔。有効な範囲は 1～ 1000000秒interval

プロセスメモリのデバッグを開始するstart

コマンドモード Privileged EXEC (#)

コマンド履歴 変更内容リリー

ス

このコマンドが導入されました。8.1.111.0

例

次に、プロセスメモリのデバッグの開始を有効にする例を示します。

cisco-ap# debug process memory start

debug traffic
トラフィックのデバッグを有効にするには、debug trafficコマンドを使用します。

debug traffic {host {icmpv6 | ip | ipv6 | tcp | udp { verbose}} | wired {ip | tcp |
udp {verbose}}}
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構文の説明 ホストトラフィックのデバッグを有効にするhost

有線トラフィックのデバッグを有効にするwired

詳細な出力を表示するverbose

ホスト ICMPv6トラフィックダンプを有効にす
る

icmpv6

ホスト IPトラフィックダンプを有効にするip

ホスト IPv6トラフィックダンプを有効にするipv6

TCPトラフィックダンプを有効にするtcp

UDPトラフィックダンプを有効にするudp

コマンドモード Privileged EXEC (#)

コマンド履歴 変更内容リリー

ス

このコマンドが導入されました。8.1.111.0

例

次に、ホスト IPトラフィックダンプのデバッグを有効にする例を示します。
cisco-ap# debug traffic host ip

debug tunnel
トンネルのデバッグを設定するには、debug tunnelコマンドを使用します。

debug tunnel eogre

構文の説明 EoGREトンネルのデバッグを設定す
る

eogre

コマンドモード Privileged EXEC (#)

コマンド履歴 変更内容リリー

ス

このコマンドが導入されました。8.1.111.0
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例

次に、EoGREトンネルのデバッグを有効にする例を示します。
cisco-ap# debug tunnel eogre

debug client trace
クライアントトレースのデバッグを有効にするには、debug client traceコマンドを使用しま
す。

debug client trace {all | address mac-address | enable | filter {assoc | auth | dhcp | eap | icmp |
mgmt | probe | proto}}

構文の説明 すべてのクライアントトレースを設定するall

トレースするアドレスを設定するaddress

トレースするMACアドレスmac-address

トレースを有効にするenable

トレースフィルタを設定するfilter

関連付けパケットをトレースするassoc

認証パケットをトレースするauth

DHCPパケットをトレースするdhcp

EAPパケットをトレースするeap

ICMPパケットをトレースするicmp

probe、assoc、auth、EAPパケットをトレースす
る

mgmt

プローブパケットをトレースするprobe

DHCP、ICMPパケットをトレースするproto

コマンドモード Privileged EXEC (#)

コマンド履歴 変更内容リリー

ス

このコマンドが導入されました。8.1.111.0
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例

次に、すべてのクライアントのトレースを有効にする例を示します。

cisco-ap# debug client trace all

no
コマンドを無効にするか、デフォルトに設定するには、noコマンドを使用します。

no

コマンドモード Privileged EXEC (#)

コマンド履歴 変更内容リリー

ス

このコマンドが導入されました。8.1.111.0

コマンドを無効にするか、デフォルトに設定するには、次のコマンドを使用します。

cisco-ap# no debug

traceroute
ネットワーク内を移動するパケットのルートを表示するには、tracerouteコマンドを使用しま
す。

traceroute destination-address

構文の説明 パケットの宛先の IPアドレ
ス

destination-address

コマンドモード Privileged EXEC (#)

コマンド履歴 変更内容リリー

ス

このコマンドが導入されました。8.1.111.0

例

次に、ネットワーク内を移動する、指定した宛先 IPアドレスを持つパケットのルート
を表示する例を示します。
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cisco-ap# traceroute 209.165.200.224

undebug
アクセスポイントでデバッグを無効にするには、undebugコマンドを使用します。

undebug [all]

構文の説明 すべてのデバッグメッセージを無効にす

る

all

コマンドモード Privileged EXEC (#)

コマンド履歴 変更内容リリー

ス

このコマンドが導入されました。8.1.111.0

例

次に、すべてのデバッグメッセージを無効にする例を示します。

cisco-ap# undebug all
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翻訳について
このドキュメントは、米国シスコ発行ドキュメントの参考和訳です。リンク情報につきましては
、日本語版掲載時点で、英語版にアップデートがあり、リンク先のページが移動/変更されている
場合がありますことをご了承ください。あくまでも参考和訳となりますので、正式な内容につい
ては米国サイトのドキュメントを参照ください。


